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実施期間  2023 年 4 月 1 日  ～  2024 年 3 月 31 日 
※分類は下記①～⑦より選択 

① 日本の成育分野の疾患の研究の基盤となる研究 

② 診断、治療及び予防法の開発に関する研究 

③ 発症機序や病態の解明等を行う研究 

④ 診断や治療のための基準の開発等に関する研究 

⑤ 患児・者の QOL 向上に結びつく研究 

⑥ 研究的視点や技術をもつ医療従事者を育てるための研究 

（プロトコル作成のフィージビリティー研究） 

⑦ 政策提言に結びつく研究 

 

成果の概要 

2023 年度は「1 歳 6 か月児および 3 歳児健康診査における非侵襲的ヘモグロビン測定を用い

た貧血スクリーニングの有用性の検討」の研究計画書を作成した。研究計画は、1 歳 6 か月児

および 3 歳児を対象とした乳幼児健康診査（以下、健診）を集団健診として実施している自治

体にて、健診を受診した児ならびに保護者のうち研究参加に同意が得られたものを対象として

実施する計画とした。対象の保護者から自記式問診票（本研究のために作成）を用いて基本情

報を収集し、視診により対象児の貧血の有無を判定し、最後に非侵襲的ヘモグロビン測定器を

用いて測定したヘモグロビン値（以下、SpHb 値）を測定し、結果はその場で保護者にフィー

ドバックする。WHO の判定基準で中等度以上の貧血（SpHb 値が 10mg/dL 未満）と判定さ

れた児は協力医療機関に紹介し、二次スクリーニングと貧血の診断をすすめる。健診受診者の

貧血の有病率、治療率を明らかにし、SpHb 値測定の有用性を評価する。2024 年度は研究実

施に向け、研究計画の倫理委員会申請、自治体との打ち合わせを進め、年度内の調査開始を目

標とする。そのほか、2014 年～2023 年までの 10 年間の救急外来における貧血の有病率（検

査数のべ 88,000 件）を再調査を実施し、その結果をまとめ論文化しているところである。 


